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◆ 講師プロフィール

五感生活研究所代表。 1962年生まれ。早稲田大学卒。
1995年「ショーン 横たわるエイズ・アクティビスト」
で第１回小学館ノンフィクション大賞優秀賞受賞。身体
と社会の関わりに関心を持ち、主な著書に「五感喪失」
（文藝春秋）、「五感の故郷をさぐる」（東京書籍」）、

 五感－触覚・嗅覚・味覚・聴覚・視覚とは、「外界と自分とをつ
なぐ」通路。

五感をいきいきと働かせ、外の世界と接続することは、外部の情

◆ 五感の使われ方
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（文藝春秋）、「五感の故郷をさぐる」（東京書籍」）、
「五感生活術」（文春新書）、「五感力を育てる」（中
公新書）、「五感で楽しむ東京散歩」（岩波親書）、
「子どもを育てる五感スクール」（東洋館出版社）、
「給食味はなぜ懐かしいのか？」（中公新書）、「脳が
いきき五感力の磨き方」（健学社）、「五感力を育てる
ワークブック」（東山書房）、「客はアートでやってく
る」（東洋経済新報社）などがある。

― 〈主な著書〉 ―

「五感力育てるﾜｰ
ｸﾌﾞｯｸ」
（東山書房）

「五感喪失」
（文藝春秋）

「客はアートでやって
くる」
（東洋経済新報社）

「給食の味はなぜ
懐かしいのか？」
（文藝春秋）

 五感をいきいきと働かせ、外の世界と接続することは、外部の情
報を上手に取り込み、フィードバックさせることで、環境に適応
した生活経験を生み出す。

 現代社会では、情報収集の約８０％を視覚に依存している、と指
摘されている。

 その一方で、強い感覚刺激を求める社会である。生活の中で五感
を複雑に使って細やかに感じとるという機会は、極端に少なく
なっている。



◆ 触覚とは

成人の皮膚は約１．６平方メートル、
長さ２メートル幅で８０センチ、重さは約３キロ

＜皮膚の５つの役割＞
１．外部からの刺激や熱、化学的な傷害からからだを 保護する
２．外部からの状況を探索する感覚器官としての役割

触覚（質感等の認知）・温・冷覚、痛覚、圧覚
３．体温の調節とその保持
４．外界から酸素を取り入れる呼吸作用
５．体内に生じた老廃物の放出
６．コミュニケーションの道具

２.五感喪失社会

◆ タッチケアの現場

〈タッチケアにやってきた動機〉

• 「子どもとのコミュニケーションの仕方がわからなかった」

◆「だっこイヤイヤ赤ちゃんに異変」

臨床育児・保育研究会が、全国のゼロ歳児クラスを受け持つ保育士・看
護士８３９人の実情をアンケート調査（１９９９）

●「手や足を先生の体に回さない」 ３３％

●「拒否・抵抗する」「体を動かし落ち着かない」２０％前後

●「体が硬い」、「抱いてもフィットしない」

２０％前後

「今の母親は、家族のスキンシップをあまり受けずに育った世代。赤ち
ゃんとの皮膚を介した接し方がわからず、とまどっている」

「親が抱かない→抱かれるのがイヤな赤ちゃんの増加」

赤ちゃんへの

接し方が

分からないか

ら抱かない

幼いころから

抱く・抱かれ

る経験の

希薄化
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• 「子どもとのコミュニケーションの仕方がわからなかった」

• 「話のできない赤ちゃんとわかりあえる気がしたから」

• 「うまく触らないと壊れてしまいそう」

（『＜五感＞再生へ』岩波書店より）

ら抱かない

抱けない

抱かれるのが

イヤな赤ちゃ

んの増加

希薄化

子どもにうまく触われないとまどい



◆ 身体改造をする若者たち

• 「傷口の変化には感動する。うわっ、身体ってすごいんだ」

• 「ピアスを入れるたびに、自分の身体がいとおしくなる」

• 「自分の身体を見て、人がわっとひく瞬間が楽しい。他人と自分
は違うんだってことを、はっきりと形で見せられる」

• 「思想や言葉は記号にすぎない。一時的に感動しても、すぐに流
れていってしまう。しかし、身体で体感した経験というのは、も
っともっと強い」

（『＜五感＞再生へ』岩波書店）

◆五感の喪失の一因

◆ 「五感喪失」から「五感再生」へ

「安全」、「効率」、「衛生」といった近代的な価値を徹底的に追求し
てきた社会。

↓
ｅｘ．危ないからジャングルジムに登ってはいけない。

トイレの匂いを芳香でマスキング。
ラッピングして「衛生的」に流通する野菜……

結果として、五感をいきいきと働かせて暮らす、
生活の経験や知恵が希薄化。＝「五感喪失」社会。

↓

そこに二つの方向性が見えてきている。

過剰な刺激への志向性。感覚刺激文化。
感覚センサーをうまく活用できないとまどいや欠乏感。
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◆ 「五感喪失」から「五感再生」へ

・産業界の模索
感性産業、五感を刺激する商品群、五感ブランディング

・教育、学習の試み
「総合的な学習の時間」の活用、五感体験型食育 他

・自治体、公共機関による取り組み
浜松市のかおり・光環境創造条例、守山市「五感にやさしい環
境づくり」、静岡市の科学館「る・く・る」、島根県「五感モ
ニター調査」他

・まちづくりの取り組み
奈良「五感によるまちづくり」、宮城「感覚ミュージアム」

松江子ども塾他

・ＮＰＯの取り組み
ネーチャーゲーム、ダイアログ・イン・ザ・ダーク他



◆ アロマサロン

３.感性産業の時代

◆ 匂いの出る携帯ストラップ

◆ 顔面消臭スプレー ◆ 映画から匂いが漂ってきた

◆ 「日本の音風景百
選」成蹊大学ケヤキ並木

◆ 癒しロボット「パロ」

◆ 「回想療法」 ◆ 京都市立弥栄中学校
「触る地図」

五感コミュニケーション研究会 ・・ハイライト版・・ - 4 -

◆ 香道 ◆ 嗅覚教室

能と香り 高校の授業

香り発生装置

◆ 静岡科学館「る･く･る」 ◆ 「三鷹天命反転住宅」

昔使っていた物を触るとアル
ツハイマーに効果あり

「見る」「聞く」「触れる」



４.国の取り組み

◆ 「五感」や「感性」をテーマに審議会や研究会

◆ 環境省「感覚環境のまちづくり」

●経済産業省

「感性価値イニシアティブ経済産業大臣懇談会『感性☆２１』」

●総務省

映像、触覚、匂いなどの五感情報を伝達する「超臨場感コミュニケーシ
ョン」研究

●農林水産省

『食育シンポジウム “五感を通じて学ぼう！”－みんなで体験・教育
ファーム』

• 環境省では２００６年、「感覚環境の街作り」検討委員会が設置さ

◆ 奈良県の試み

奈良県では、四季折々の自然や歴史や文化の名所、伝統行事の数々を
五感で味わってもらおうと、「視る奈良」「聴く奈良」「匂う奈良」
「味わう奈良」「触れる奈良」「歩く奈良（五感複合）」「第六感」
に分けた108種類もの旅の仕方「五感で楽しむ奈良」を提案している。
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• 環境省では２００６年、「感覚環境の街作り」検討委員会が設置さ
れ、15回に渡る検討会が開催され、継続的に審議されている最中。

◆ 感覚環境のまちづくりの要点

• 感覚に心地良い街の設計を提案する発想が必要な時代となった。

• ポイントは、インフラ整備とはまた別の次元から、住民の意志を
反映させ、心地よい感覚環境の街を創造していく方向性が明確に
なった点。

• 環境主導の街作りが、今後の国造りの流れを作っていく（水・大
気環境局 竹本局長）

「熱、光、かおり、音といった感覚環境の新しい視点から街作りを推
進するため、その基本方向、具体的な施策について、取りまとめられ
た」（「感覚環境の街作り」報告書より）



「匂う」東大寺二月堂お水とり

◆ 島根県 中海・宍道湖 五感モニター調査
◆ 「五感で楽しむ奈良」

「視る」仏隆寺千年桜 「聴く」奈良公園鹿よせ

「味わう」朴の葉寿司

五感コミュニケーション研究会 ・・ハイライト版・・ - 6 -

「匂う」東大寺二月堂お水とり

◆ 中海と宍道湖１１ポイントの測定

「味わう」朴の葉寿司

「触れる」鐘掛岩を登る 「歩く」大台ケ原ハイキング

「第六感」精神修養の道“奥駆道”



◆ 客はアートでやってくる

◆４.奇跡の宿

栃木県の根室温泉に「アート」と「経営」を融合させた「奇跡の宿」大
黒屋がある。その魅力は、「来る人の73%がリピーターになる」その脅
威のリピーター率が、何よりも物語ってくれている。

・なぜ、7割以上の客がリピーターになってしまうのか?
・なぜ、1週間以上滞在する客が1割もいるのか?
・なぜ、海外からも何百名もの客が、毎年わざわざやって来るのか?

その理由は、大黒屋のコンセプト「保養とアートの宿」にある。
大黒屋は、400年以上続く老舗の温泉旅館ながら、ここ数十年ほど「現
代アート」を経営の根幹に取り入れ、成功を収めている。「枠の中で楽
しむ芸術」ではなく「空間で楽しむアート」を旅館に取り込むことで、
独特の空気を作り上げている。
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